
１０月２０日靖国神社社頭での街宣活動のお知らせ
平成１９年１０月１６日

会員各位におかれましてはご清栄のこととお喜び申し上げます。
さて、恒例の靖国神社秋期例大祭に合わせて 「つくる会」東京支部の街宣活動を行います。、
今回は、沖縄の集団自決検定に対する「教科書への不当な政治介入の阻止」をテーマとし、教科書検
定制度の危機を訴えます。

９月２９日の沖縄県民集会は、主催者が５万人集会と銘打って行われましたが、集会の写真を基に
計数した結果、実際はたった１万３０３７人であったことが判明しています。集会としては主催者の
意に反して失敗であったにも拘わらず、なんと翌日の沖縄新報では集会の写真をでかでかと掲げて
「１１万６０００人結集、検定撤回要求」の大見出しで報道しました。

地元警察はせいぜい４万人程度と観測していましたが、彼らは圧力を恐れて数字を発表することが
出来なかったのです。集会参加人員を１０倍にふくらます左翼の臆面もないやり方がいかに不誠実で
あるかは言うまでもありませんが、疑問を抱く住民や警察すら黙らせる左翼の行動は将に言論の自由
を封殺するファッショと言うしかありません。戦後、マスコミが尤も恐れ忌避してきたのがファッシ
ョ的な運動であったのに、いまやマスコミが率先してファッショ的運動に荷担しているというのは、
日本の民主主義の危機であると言わねばなりません。

実態とかけ離れた嘘の「１１万６０００人」に踊らされて、続々と地方議会が「検定撤回」の決議
を行い、国会にも波及しようとしています。しかし圧力によって「史実」が覆されるような事が起き
るならば「歴史」は形骸化し、民族そのものが根無し草になるしかありません。

「集団自決」の実態については、軍の命令や強制が無かったことは多くの資料や調査によって実証
済みの「史実」であります。左翼や偏向マスコミもこのことについては十分認識しているにも係わら
ず軍の「関与」は否定できないとか、はなはだしきは沖縄に日本軍が居たことが悲劇の原因などと沖
縄住民を煽り 「日本人を殺した日本軍」のイメージを植え付けようとしています。、

このイメージが沖縄のみならず全国に定着するならば、左翼や偏向マスコミ人がその先に提示する
のは 「皇軍であった日本軍の責任は天皇にあり」という議論であり、天皇制度の否定に結びつける、
ことこそが彼らの最終目的です。９月２９日の沖縄県民集会を報道するテレビニュースの画面には、
「琉球独立」の旗を振り回す若者の姿があり 「我々が戻るところは日本ではなく中国だ」とコメン、
トする運動家の姿がありました。今回の沖縄の「検定撤回」運動には「教科書検定の危機」には止ま
らないもっと重大な危機を孕んでいるように思えてなりません。

運動の主体者である「反日左翼」と「偏向マスコミ」が牛耳るこの運動をなんとしても阻止すべく
「つくる会」の個々の会員も行動しようではありませんか。
多くの方々のご参加をお願いいたします。

「つくる会」東京支部 支部長 島崎 隆
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記
日時：１０月２０日 集合ｐｍ１２：３０ 開始１：００～４：３０
場所 ：靖国神社大鳥居前歩道


